
1 
 

 授業の「方法」に関わる工夫は3つあるという。ま
ず1つめは、最初と最後の授業で学生にB6判1枚の授
業レポートを提出してもらうことだ。大高先生はこ
れらのレポートを重視している。 
 
 「最初のレポートでは、この科目で何を学びたい
か、授業に何を期待しているかを書いてもらいます。
レポートを見ることで、今期の学生の学習動機や知
識レベル、授業に対する希望などがわかり、授業の
組み立ての参考になります」。 
 また、学生から質問があれば、その項目について
授業の中で特に詳しく説明することもある。 
 
 一方、最後の授業でのレポートは、授業で学んだ
ことや技術への展望などについて記してもらう。最
初のレポートは、2回目以降の授業で特徴のあるコ
メントを紹介するなどフィードバックもしている
そうだが、最後のレポートではその機会はなく、基
本的には大高先生の授業の振り返りと次年度の改
善に役立てる。 
 
 「私は、毎年少しずつ授業の改善に努めています
が、最後の授業レポートはそのヒントの1つになっ

ています」。最初と最後のレポートが、授業の「骨
格」を作っていると大高先生は考えている。 
 2つめの工夫としては、膨大な内容が記載された
テキストの中から重要なポイントを絞り込み、かつ
卒業後も実践的に使えるようにしていることを挙
げる。具体的には、たとえば授業のテキストである
『空気調和ハンドブック』の中から339語のキー
ワードを選び、学生に覚えてもらう。 
 
 「社会に出てからクライアントやユーザー、建築
家や設備関係の技術者とやり取りする際必須とな
る用語を選んでいます。授業の中で完璧に理解する
というよりは、卒業後、必要なときにいつでもテキ
ストを見て、辞書的に活用して欲しいと学生には伝
えています」。 
 
 そして3つめの工夫は、2017年度から取り入れた
「テストの分散化」だ。「初めて授業を持った2015
年度、翌2016年度は、学期の最後に一度だけ試験を
していましたが、他の科目もテスト期間なので復習
する時間がない、最初の頃の内容を忘れていると
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いった問題点がありました」。 
 
 そこで、2017年度は、5回ごと、一つの技術テー
マを取り扱う部分が終わると一旦テストをすると
いうやり方に変更。学生の反応は上々だったという。 
 「今の学生は、覚えたことをすぐに確認するほう
が向いているようです。テスト後の答え合わせをす
る際、どの問題をどのくらいの人ができたかという
ことがわかるのも楽しいようで、好評だったので今
後も続ける予定です」。 
 

 続いて、授業の「内容」に関してだが、こちらも
3つの工夫があると大高先生。そしていずれの工夫
にも共通しているのは、学生にいかにエンジニアリ
ングに興味を持たせるか、学習のモチベーションを
上げさせて、技術を理解させるかという強い思いか
ら生まれているという点だ。 
 「まず1つめの工夫は、ある技術を教えるときには、
技術そのものだけでなく、時代背景や、どのように
発展してきたのか、なぜ今まで生き残って来たのか
という歴史を併せて説明することです」。 
 
 実は、初年度にはこの取り組みはしていなかった。
しかし、「技術の背景にある歴史を知ることが、そ
の技術をしっかりと理解する最短の道と考え、2016
年度から取り入れました」。また、歴史から話すこ
とで、単なる技術の説明以上に学生たちも熱心に聞
くという効果があるそうだ。 
 
 2つめの工夫は、「歴史」を説明する1つめの工夫
とは逆に、毎回の授業で最後の約20分を技術や業界
の「最新動向」を紹介する時間に充てていることだ。 
 「この授業は実務に直結しているので、最新の動
向を教えることは意味があります。もちろん、学生
自身も社会の動きや最新情報を知りたいと考えて
いるのでしっかり耳を傾けますね」。 
 
 さらに、2017年度は通常の授業内では、新たな試

みとして現場で活躍する米国人建築家と女性技術
者を招いて講義をしてもらった。ちなみに、米国人
建築家を招いた講義ではうれしい驚きもあったそ
うだ。 
 「講義後に、学生にB6判の英文レポートを提出さ
せましたが、このレポートの出来が予想以上で感心
しました。英語自体もきちんと書けていて、日本語
にありがちな曖昧な表現がなく論旨が明快でした」。 
 
 授業内容の3つめの工夫は、大高先生自身による
「特別講義」を通して、エンジニアリングの魅力と
可能性を伝えようとしていること。これは、着任当
初の2015年から非常に重視しているという。 
 「たとえば、私の専門である空気調和設備や建築
設備のどんなところが面白いのか、その技術によっ
て何ができるのかなどを伝えたいと思っています」。 
 
 特別講義では、ストーリー仕立てで話すことにこ
だわる。実際に設備設計に携わった大阪城ホールや
大阪ドーム、関西国際空港などを例に取り、問題を
解決しようと挑戦するも失敗、それでもくじけずに
チャレンジを繰り返して結果を出す、最後にどんな
ことがわかったかを客観的に総括する。 
 「ストーリー仕立てにすることで、学生たちに強
く印象づけられる効果があると考えています」 
 

 2015年度に着任してから3年、さまざまな工夫に
よって改善に努めてきた効果は、学生授業アンケー
トの結果にもはっきりと表れているという。2016年
度と2017年度の比較では、授業の理解度や話し方が
適切か否かなど、あらゆる項目でポイントが増加し
た。中でも、「『予復習30分以上の人』は23ポイン
トも増え、『出席状況90％以上の人』も12ポイント
増加しました。学生のモチベーションが上がって、
この授業をしっかりモノにしようという気持ちが
高まっているのではないかと見ています」。 
 
 今後も、必要に応じて授業の方法や内容は見直し

ストーリー仕立てでエンジニアリングの 
魅力を伝えていく授業 

「方法」と「内容」の工夫で 
学習モチベーションが大幅アップ 



3 
 

ていくという大高先生だが、根底に流れる考え方は
変わらない。 
 「教員としてというより実在する一人のエンジニ
アとして、また学生に対してというよりは会社の若
い同僚、若いエンジニアに語りかけるように私の体
験や先達の経験を伝えていきたいと考えています。
私自身、この授業を数十年前に恩師の井上宇市先生
から受けて、そのときの先生の姿勢が今に生きてい
ます。同じように、学生たちに授業を通じて『エン
ジニアリングは面白い』という気持ちを持ってもら
えたらうれしいですね」。 
 
【講義動画】「空気調和衛生設備」 
http://course-channel.waseda.jp/contents/C0000007259/ 
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